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三村県知事へ商工三団体の会長より要望書を陳情 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平
成
二
十
二
年
の
新
春
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
会
員
の
皆
様
に
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

旧
年
中
は
、
商
工
会
並
び
に
本
連
合
会
の
事
業
推
進
に
際
し
ま
し
て
、
会
員
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
か

ら
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
海
外
経
済
の
減
速
に
よ
る
輸
出
減
に
急
激
な
円
高
が
追
い
打
ち
を
か
け
、
と
り
わ
け
、

県
内
の
中
・
小
規
模
事
業
者
は
先
行
き
に
つ
い
て
不
透
明
感
を
強
め
、 

特
に
、
私
ど
も
商
工
会
地
域
に
お
い
て
は
、

小
規
模
事
業
者
の
廃
業
が
進
む
状
況
に
あ
り
、
会
員
の
脱
会
、
組
織
率
の
低
下
は
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
は
看
過
で
き

な
い
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
中
、
県
内
商
工
会
は
、
中
、
小
規
模
企
業
の
発
展
の
た
め
、
半
世
紀
も
の
間
、
経
営
改
善
普
及
事

業
な
ど
支
援
事
業
の
実
績
を
積
み
重
ね
、
昨
年
十
月
二
十
九
日
、
ホ
テ
ル
青
森
に
お
い
て
商
工
会
法
施
行
５
０
周
年

記
念
式
典
青
森
県
大
会
を
挙
行
致
し
、
青
森
県
内
四
十
三
商
工
会
、
一
万
三
千
名
余
り
の
商
工
会
員
並
び
に
青
年
部

員
・
女
性
部
員
の
英
知
と
総
力
を
結
集
し
、「
す
べ
て
は
会
員
の
た
め
に
」
の
商
工
会
法
立
法
時
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

地
域
が
当
面
す
る
重
要
課
題
の
解
決
に
向
け
た
決
意
を
誓
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
十
二
月
四
日
、
盛
岡

以
北
の
基
本
計
画
決
定
か
ら
三
十
八
年
、
東
北
新
幹
線
全
線
開
業
は
、
本
県
の
地
域
経
済
、
観
光
、
産
業
、
雇
用
な

ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
の
出
来
る
契
機
と
期
待
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
後
、
商
工
会
が
、
地
域
の
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、
現
在
、
商
工
会
が
取
り
組
ん
で
い
る
様
々
な
取
組
を
実

ら
せ
、
中
・
小
規
模
企
業
の
支
援
機
関
と
し
て
地
域
密
着
型
の
き
め
の
細
か
い
経
営
支
援
を
従
前
に
も
増
し
て
徹
底

し
、「
地
域
社
会
に
貢
献
す
る
商
工
会
」
と
し
て
、
新
た
な
時
代
に
向
け
て
、
会
員
や
地
域
の
方
々
か
ら
今
ま
で
以
上

に
支
持
さ
れ
る
組
織
づ
く
り
を
目
指
し
全
組
織
挙
げ
て
、
今
ま
で
以
上
に
邁
進
し
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、

関
係
各
位
の
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
、
商
工
会
会
員
の
皆
様
並
び
に
関
係
各
位
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
が
明
る
く
輝
く
一
年
で
あ
り
ま
す
よ
う

衷
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

 

 

商工会法施行 50 周年 

商工会は 

行きます 

聞きます 

提案します 
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～～今今会会長長かか らら 東東日日本本大大震震災災のの復復興興支支援援やや風風評評被被害害対対策策なな どど をを 要要望望～～  

平成 23年度 商工三団体による県知事要望 

県
内
商
工
三
団
体
が
七
月
二
十
五
日
（
月
）、
県
庁
に
三

村
申
吾
青
森
県
知
事
を
訪
ね
、
各
団
体
か
ら
の
要
望
を
提

出
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
県
商
工
会
議
所
連
合
会
（
林
光
男
会
長
）・
県

中
小
企
業
団
体
中
央
会
（
蝦
名
文
昭
会
長
）・
県
商
工
会
連

合
会
（
今
誠
康
会
長
）
の
三
団
体
の
幹
部
と
、
三
村
知
事

を
は
じ
め
商
工
労
働
部
な
ど
県
担
当
部
局
幹
部
が
出
席
。 

 

三
団
体
よ
り
三
村
知
事
に
要
望
書
を
手
渡
し
、
は
じ
め

に
今
県
商
工
会
連
合
会
長
よ
り
今
年
三
月
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
よ
っ
て
被
災
し
た
県
内
商
工
業
者
の
た
め

に
①
原
状
回
復
の
た
め
の
設
備
資
金
等
に
対
す
る
助
成
金 

制
度
の
拡
充
。 

②
被
災
し
た
観
光
資
源
の
早
期
再
生
と
国
内
外
観
光
客
に
対

す
る
誘
客
対
策
。
観
光
自
粛
・
風
評
被
害
の
早
期
払
拭
の
た
め

の
地
域
安
全
性
に
係
る
正
確
か
つ
迅
速
な
情
報
の
積
極
的
発

信
や
、
県
産
一
次
産
品
・
加
工
品
に
対
す
る
原
子
力
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
強
化
な
ど
、
風
評
被
害
対
策
の
充
実
。 

③
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
直
接
・
間
接
被
害
に
対
し
て
の
、
各

種
復
興
事
業
へ
の
県
内
中
小
企
業
の
参
入
機
会
や
県
内
資
材

の
活
用
機
会
の
促
進
な
ど
、
公
共
土
木
施
設
等
の
復
旧
・
再
開

に
つ
い
て
の
働
き
か
け
、
な
ど
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
よ
り
、
先
の
事
業
仕
分
け

に
よ
り
縮
減
さ
れ
た
中
小
企
業
関
連
予
算
に
つ
い
て
、
平
成
二

十
四
年
度
予
算
編
成
で
の
「
小
規
模
事
業
対
策
予
算
及
び
中
小

企
業
連
携
組
織
対
策
事
業
予
算
の
拡
充
・
強
化
」
に
つ
い
て
、

充
分
か
つ
安
定
的
な
確
保
を
要
請
し
ま
し
た
。 

 

最
後
に
県
商
工
会
議
所
連
合
会
よ
り
東
北
新
幹
線
全
線
開

業
効
果
の
継
続
獲
得
に
向
け
た
本
県
観
光
戦
略
の
促
進
に
つ

い
て
、
交
流
人
口
の
拡
大
・
県
内
消
費
の
増
大
・
観
光
産
業
に

お
け
る
収
益
力
の
向
上
・
観
光
産
業
と
他
産
業
と
の
連
携
拡

大
、
さ
ら
に
は
四
年
後
迎
え
る
北
海
道
新
幹
線
新
函
館
開
業
に

つ
い
て
、
隣
接
す
る
道
南
や
秋
田
・
岩
手
県
北
と
の
広
域
連
携

に
よ
る
旅
行
商
品
の
造
成
強
化
に
つ
い
て
要
望
し
ま
し
た
。 

 

三
村
知
事
は
「
県
産
品
の
安
全
性
を
含
め
、
引
き
続
き
正
確

な
情
報
を
提
供
し
経
済
対
策
と
観
光
強
化
に
努
め
ま
す
。
復
興

に
関
し
て
は
、
国
に
要
望
す
る
も
の
は
し
っ
か
り
要
望
し
て
お

り
ま
す
。
支
援
策
に
つ
い
て
は
従
来
通
り
、
可
能
な
限
り
の
こ

と
を
し
た
い
。」
な
ど
と
話
し
ま
し
た
。 
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この度の東北地方太平洋沖地震で被災した商工会員の皆様及び、商工会地域の一日も早い復興を願い

義援金を募ったところ、７，３７３，９６５円の義援金をお送りいただきました。ご協力いただいた商

工会及び商工会会員並びに役職員の皆様に感謝申し上げます。 

 お送りいただいた義援金は、全国商工会連合会並びに北海道商工会連合会からの義援金と合わせて、

理事会で決定した義援金配分基準に従い、被災商工会に送金いたしました。内訳は以下の通りです。 

 

①� 被害額及び配分比率 

３０商工会地区 ２１１，４１３万円 

内 お い ら せ 町 ９１，０２０ 万円 
配分割合 ６９．４％ 

 （県外企業分） （３３，０００）万円 

  三 沢 市  ２７，６６７ 万円 一時金 

  六 ヶ 所 村  ２４，８４０ 万円 一時金 

  階 上 町  １５，５５０ 万円 配分割合 １８．６％ 

  南 郷   ９，７３１ 万円 配分割合 １２．０％ 

②義援金 

全 国 商 工 会 連 合 会 １０，０００，０００円  

北海道商工会連合会 １，０００，０００円  

青 森 県 連 扱 い 分 ７，３７３，９６５円  

合   計 １８，３７３，９６５円  

被 害 商 工 会 返 途 金 △３５１，１００円 （配分対象 2商工会分） 

義 援 金 総 額 １８，０２２，８６５円  

③配分交付 

●基本 

  １ 本県商工会からの義援金は県内の被災者に充てる。 

  ２ 甚大な被害を受けた商工会の募った義援金は、当該商工会の被災者に充てる。 

 ●配分区分及び配分金額 

１ 災害救助法被災地域指定区域内商工会のうち、商工会員及び商工会館に直接的に甚大な被害が発生した商工会。  

       おいらせ町 １１，７４４，４６８円 

       南   郷  ２，０３０，７４４円 

２ 災害救助法被災地域指定区域外商工会のうち、商工会員及び商工会館に直接的に甚大な被害が発生した商工会。  

       階 上 町  ３，１４７，６５３円 

３ 災害救助法被災地域指定区域外商工会のうち、商工会員及び商工会館に直接的に中度な被害が発生した商工会。  

    三 沢 市    ５００，０００円 

       六 ヶ 所 村    ５００，０００円 

●県震災植林事業       １００，０００円（県連拠出分） 

 ●配分総額       １８，０２２，８６５円 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東北地方太平洋沖地震義援金募集結果及び交付状況について   
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    ゴルフコンペの様子 ナイスショット！        個人の部優勝の竹本さん 

 

 

「
青
森
県
商
工
会
連
合
会
第
七
回
親

睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
」
が
去
る
九
月
六
日

（
火
）
平
内
町
・
夏
泊
ゴ
ル
フ
リ
ン
ク
ス

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

県
内
十
二
商
工
会
と
関
係
団
体
か
ら

合
わ
せ
て
六
十
三
名
が
参
加
。
心
配
さ
れ

た
天
候
も
、
む
つ
湾
が
見
渡
せ
る
ほ
ど
の

ベ
ス
ト
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
な
か
十
六

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
プ
レ
ー
し
、
団
体
の

部
で
は
平
内
町
商
工
会
Ｂ
チ
ー
ム
、
個
人

の
部
で
は
大
鰐
町
の
竹
本
昌
源
さ
ん
が

優
勝
。
ベ
ス
ト
・
グ
ロ
ス
賞
に
も
大
鰐
町

の
竹
本
昌
源
さ
ん
（
ト
ー
タ
ル
七
十
五
）

が
輝
き
ま
し
た
。 

表
彰
式
で
は
各
商
工
会
か
ら
提
供
さ

れ
た
、
た
く
さ
ん
の
特
産
品
が
副
賞
に
添

え
ら
れ
、
懇
親
会
で
は
皆
さ
ん
お
疲
れ
の

中
、
最
後
ま
で
親
睦
を
深
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

 

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。 

【
団
体
の
部
】 

優 
勝 

平
内
町
商
工
会
Ｂ
チ
ー
ム 

準
優
勝 
三
沢
市
商
工
会
Ａ
チ
ー
ム 

第
三
位 
野
辺
地
町
商
工
会
チ
ー
ム 

【
個
人
の
部
】 

 

優 

勝 

竹
本 

昌
源 

大
鰐
町 

      

 

準
優
勝 

戸
嶋 

兼
八 

平

内

町 

 

第
三
位 

古
間
木
勝
弘 

三 

沢 

市 

 

第
四
位 

江

畑 

高 

東 

北 

町 

第
五
位 

栃
木 

俊
信 

野

辺

地

町 

第
六
位 

小
鷹 

柾
幸 

平 

内 

町 

第
七
位 

小
島 

は
な 

三 

沢 

市 

第
八
位 

瀬
川 

恵
一 

六

ヶ

所

村 

第
九
位 

馬
場 

秀
道 

お
い
ら
せ
町 

第
十
位 

能
登
谷 

純 

平 

内 

町 

【
ベ
ス
ト
・
グ
ロ
ス
賞
】 

 
 

竹
本 

昌
源 

大 

鰐 

町 

 

【
ド
ラ
コ
ン
賞
】 

イ
ン
コ
ー
ス 加

藤 

秀
樹 

六

ヶ

所

村 

 
 
 
 

 

加

藤 

達 

平 

内 

町 

 

ア
ウ
ト
コ
ー
ス 

村
上 

共
生 

平 

内 

町 

 
 
 
 
 

加
藤 

秀
樹 

六

ヶ

所

村 

 

【
ニ
ア
ピ
ン
賞
】 

 

イ
ン
コ
ー
ス 小

島 

は
な 

三 

沢 

市 

 
 
 
 
 

市
川
英
一
郎 

上 

北 

町 

 

ア
ウ
ト
コ
ー
ス 

能
登
谷 

純 

平 

内 

町 

土
井
ひ
ろ
子 

東 

北 

町 
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黄綬褒章を受章された網野榮一郎さん（鰺ヶ沢商工会長・右） 

 

 

 

 

販路開拓商品力向上のための研究会開催 

 

平成 23年 7月 21日（つがる市商工会館）、22日（南部町商工会館）、26日（下北ブランド研究所）の 3

日間、当会特産品等販路支援委員である中小企業診断士の米田吉宏氏（青森市：有限会社 田(でん)代表）

を講師に迎え、「売れる商品づくりの考え方」をテーマに、第 1回販路開拓商品力向上のための研究会（全

3 回）が開催された。 

 特産品販路開拓広域サポート事業支援希望事業者に登録された方に、今後県内外のイベント等へ出展する

商品の基本戦略を作成することにより、自社商品を再確認していただくことを目的に、支援企業者 16名と、

商工会販路開拓サポーター11名が参加し、基礎講義の後、自社商品の基本戦略をシートに書き込む等実践

的な内容で、自社商品の特徴がどのようにすれば消費者に伝わるのか、また商品の課題は何かを講師に個別

指導をいただいていた。 

 

    

        講演される米田先生               個別相談の様子 

 

社
会
の
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
国
や
公
共
、
民
間
の

た
め
に
永
年
尽
く
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
平
成
二
十

三
年
春
の
变
勲
・
褒
章
受
賞
者
が
政
府
か
ら
発
表
さ
れ
、

県
内
か
ら
は
八
十
二
名
が
受
章
し
ま
し
た
。 

商
工
会
関
係
者
で
は
、
業
務
に
精
励
し
、
衆
民
の
模

範
に
な
っ
た
と
し
て
与
え
ら
れ
る
黄
綬
褒
章
に
は
鰺
ヶ

沢
町
商
工
会
長
・
網
野
榮
一
郎
さ
ん
が
、
公
務
等
に
長

年
に
わ
た
り
従
事
し
、
成
績
を
挙
げ
た
方
に
贈
ら
れ
る

瑞
宝
単
光
章
に
は
階
上
町
商
工
会
監
事
の
寅
谷
正
美
さ

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

社
会
の
各
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
国
や
公
共
、
民
間
の

た
め
に
永
年
尽
く
さ
れ
た
方
々
に
贈
ら
れ
る
平
成
二

十
三
年
春
の
变
勲
・
褒
章
受
賞
者
が
政
府
か
ら
発
表
さ

れ
、
県
内
か
ら
は
八
十
二
名
が
受
章
し
ま
し
た
。 

商
工
会
関
係
者
で
は
、
業
務
に
精
励
し
、
衆
民
の
模

範
に
な
っ
た
と
し
て
与
え
ら
れ
る
黄
綬
褒
章
に
は
鰺

ヶ
沢
町
商
工
会
長
・
網
野
榮
一
郎
さ
ん
が
、
公
務
等
に

長
年
に
わ
た
り
従
事
し
、
功
績
を
挙
げ
た
方
に
贈
ら
れ

る
瑞
宝
単
光
章
に
は
階
上
町
商
工
会
監
事
の
寅
谷
正

美
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
受
章
さ
れ
ま
し
た
。 

 

≪特産品販路開拓広域サポート事業≫ 

 

 



商工会報 №372                                                          平成 23 年 9 月 ⑤ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

各センター別のテーマを議論する委員の方々 

地域振興委員会会議の様子 

 

広域指導センター テーマ 

中央広域指導センター 
東郡ブロック参加型モデル観光ルートづくりと土産品開発事業 

中南津軽地域密着型観光ツアー・コンシェルジュ事業 

東部広域指導センター ｢大発掘！ オラがまちの隠れた名所とグルメ｣資源開発事業 

西部広域指導センター 
商店街再生地域コミュニティ構築事業  

～ターゲットの明確化と携帯メールの活用～  

南部広域指導センター 広域観光産業振興プラン策定  

北部広域指導センター 下北：七宝海（しっぽうかい）プロジェクト事業  

 

広域地域活性化推進事業各センターのテーマ決定！ 

  

本年度新規事業でもある、広域地域活性化推進事業の各センターのテーマが７月１１日に開催された地

域振興委員会において承認され各管内において事業が展開されております。 

本事業は、本会広域指導センターが主体となり、広域的な地域課題の抽出、改善、解決、地域コミュニ

ティの活性化等について様々な具体的支援策を検討及び実施し、商工会地域の広域的活性化を図っていく

ことを目的としております。 

本事業を円滑に推進するため、専門委員会として商工会役職員による「地域課題検討委員会」を各広域

指導センターに設置し、地域の広域的な課題や広域連携が可能な活性化事業等について、提案・検討し、

地域課題解決を支援していきます。 

本事業に期待される効果として 

・地域ならではの改善策が提案、具現化される。 

・効果的な地域産業等の課題について改善され、地域活性化及び地域コミュニティの再生が可能。  

・広域指導センターの有効活用の推進及びセンター機能の充実強化が図られる。 

等があげられ、地域経済活性化の一助となるよう期待されるところです。 

各広域指導センターのテーマは以下のとおり。 

 

 

 

 

 

広域地域活性化推進事業各センターのテーマ決定！ 
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苅
谷
君
は
「
青
年
部
活
動
と
地
域
振
興
」
を

テ
ー
マ
に
、
幽
霊
部
員
だ
っ
た
自
分
が
部
長
に

就
任
す
る
に
至
っ
た
き
っ
か
け
や
、
マ
ン
ネ
リ

化
し
た
部
活
動
を
脱
却
す
べ
く
計
画
し
た
花

火
大
会
や
特
産
品
開
発
の
実
施
に
至
る
ま
で

の
苦
労
や
感
想
な
ど
を
熱
弁
し
た
。
尚
、
苅
谷

君
は
十
一
月
十
五
日
に
山
形
県
で
開
催
さ
れ

る
東
北
六
県
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
青
森

県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
。 

 

又
、
一
日
目
は
主
張
発
表
の
ほ
か
に
、
つ
が

る
市
商
工
会
青
年
部
の
奈
良
部
長
並
び
に
、
平

川
市
商
工
会
青
年
部
の
葛
西
部
長
か
ら
青
年

部
活
動
報
告
が
り
、
今
後
の
各
青
年
部
活
動
に

向
け
て
の
刺
激
と
参
考
に
し
た
。 

研
修
二
日
目
は
、
六
人
一
組
の
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
、
「
今
後
の
東
日
本
大
震
災
へ
の
支
援

に
つ
い
て
」、「
部
員
減
少
に
伴
う
青
年
部
活
動

の
現
状
と
今
後
の
部
員
増
強
運
動
な
ど
対
策

支
援
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
議
論
し
グ
ル
ー

プ
の
代
表
が
意
見
を
発
表
し
た
。 

【主張発表大会受賞者】 

◎最優秀賞 

  苅谷 裕悦 君（大畑町） 

◎優秀賞 

   石田 和豊 君（岩木町） 

◎優良賞 

   山道 一成 君（階上町） 

◎敢闘賞 

   菊地 聡明 君（深浦町） 

   安田 勝司 君（三沢市） 

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
苅
谷
裕
悦
君 

第
一
回
商
工
会
青
年
部
員
研
修
会
並
び
に
東
北

六
県
・
北
海
道
商
工
会
青
年
部
主
張
発
表
青
森
県
大

会
が
六
月
二
十
八
、
二
十
九
日
の
二
日
間
、
平
川
市

「
南
田
温
泉
ア
ッ
プ
ル
ラ
ン
ド
」
に
お
い
て
開
催

し
、
県
内
商
工
会
青
年
部
員
八
十
三
名
が
出
席
し

た
。 

 

一
日
目
は
主
張
発
表
大
会
を
開
催
し
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
表
者
五
名
が
青
年
部
活
動
を
通
し
て
の
体

験
談
や
そ
れ
に
対
す
る
思
い
を
発
表
し
、
審
査
の
結

果
、
大
畑
町
商
工
会
青
年
部
の
苅
谷
裕
悦
君
が
最
優

秀
賞
（
県
知
事
賞
）
に
輝
い
た
。 

 

主張発表した各ブロック代表者 研修二日目のグループワーク 
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義援金目録をおいらせ町、大場部長(左)へ手渡す、中美県女性連会長 

【主張発表大会受賞者】 

◎最優秀賞 

中川原 扶貴子さん（五戸町） 

◎優秀賞 

   須 藤 良 子さん（田舎館村） 

◎優良賞 

   宮 本 浩 子さん（鶴田町） 

◎敢闘賞 

   三 浦 八重子さん（蓬田村） 

   町 屋 泰 子さん（天間林村） 

   紀 伊 紀 子さん（佐井村） 

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
中
川
原
扶
貴
子
さ
ん 

中
川
原
さ
ん
は
、
女
性
部
活
動
で
の
五
戸
名
物

馬
肉
鍋
の
調
理
販
売
体
験
や
ご
自
分
の
商
売
に
お

い
て
の
工
夫
、
さ
ら
に
は
震
災
復
興
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
の
実
施
や
、
震
災
で
落

ち
込
ん
だ
元
気
を
取
り
戻
そ
う
と
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
、
地
域
を
盛
り
上
げ
た
い
思
い
な
ど
を
主

張
し
た
。
又
、
主
張
発
表
後
は
事
例
研
究
と
し
て
、

不
景
気
の
中
で
の
各
業
界
の
営
業
事
例
を
録
画
し

た
も
の
を
ス
ク
リ
ー
ン
で
視
聴
し
、
観
光
客
の
お

も
て
な
し
や
営
業
方
法
な
ど
を
学
ん
だ
。 

研
修
二
日
目
は
各
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、
本
年

度
取
り
組
ん
で
い
る
県
下
統
一
事
業
「
女
性
部
お

す
す
め
郷
土
め
ぐ
り
ツ
ア
ー
」
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
の
報
告
や
、
部
員
増
強
に
つ
い
て
議
論
し
、

中
美
県
女
性
連
会
長
を
座
長
と
し
て
各
課
題
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。 

第
一
回
商
工
会
女
性
部
員
研
修
会
並
び
に
商
工
会

女
性
部
主
張
発
表
青
森
県
大
会
が
七
月
五
日
、
六
日

の
二
日
間
、
む
つ
市
「
む
つ
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
に

お
い
て
開
催
し
、
県
内
商
工
会
女
性
部
員
九
十
四
名

が
出
席
し
た
。 

一
日
目
は
主
張
発
表
大
会
を
開
催
し
、
各
ブ
ロ
ッ

ク
の
代
表
者
六
名
が
女
性
部
の
地
域
振
興
や
、
ま
ち

づ
く
り
活
動
に
つ
い
て
の
体
験
談
を
も
と
に
意
見
や

感
想
を
主
張
発
表
し
、
審
査
の
結
果
、
五
戸
町
商
工

会
女
性
部
の
中
川
原
扶
貴
子
さ
ん
が
最
優
秀
賞
（
県

知
事
賞
）
に
輝
い
た
。 

 

－中美県女性連会長、被災地商工会女性部を訪問－ 

おいらせ町・階上町・南 郷 

 このたび、県女性連では全女性連及び北海道女性連
からいただいた義援金を、東日本大震災による被害の
大きかった女性部に配分した。 

８月１９日（金）、おいらせ町、階上町、南郷の商
工会女性部を中美県女性連会長が訪問し、各女性部長
へ義援金の目録を手渡した。 

 各女性部では、復興祈念イベントの開催や地元特産
品の販売促進などを通して、地元企業の支援のための
資金として活用する予定。 



商工会報 №372                                                          平成 23 年 9 月 ⑧ 

経済産業省中小企業庁委託事 

  
企業に求められる情報モラルと人権への配慮 

～ネット上の権利侵害と情報セキュリティ対策の効果的な進め方～ 
 

 

企業活動や社会生活においてはインターネットの利用が不可欠になっています。その反面、顧客情報

の漏えい、誹謗中傷、名誉毀損など人権にかかわる問題が急増しており、個人情報保護や情報セキュリ

ティについて十分な対策を推進することが企業の責務となっています。また、クラウドやソーシャルメ

ディアなどのビジネス活用も急増していますが、適切な対策を講じていなければ、トラブルがおきる可

能性があります。 

本セミナーでは、ＩＴを利用・活用する企業がより高い信頼を獲得し、社内体制を効果的に整備する

ために必要な考え方や取組み方法についてご紹介いたします。是非、ご参加ください。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

13：00～ 主催者挨拶 

13：10 

～13：50 

ビデオプレゼンテーション 

「実践・情報モラル～あなたの会社は大丈夫？～人権に配慮した個人情報の取り扱い」 

（解説を交えたオリジナルビデオ上映） 
13：50 

～14：50 

 

講演：「ネット上の権利侵害の現状と対応策～クラウドやソーシャルメディアの利用から考

える」  

講師：森 亮二（弁護士法人英知法律事務所） 

15：05 

～16：05 
講演：「個人情報保護・情報セキュリティに対する企業の実践的な取り組み」  

講師：山崎 文明（ネットワンシステムズ株式会社）    

16：10 

～17：00 
パネル討論：「いまなぜ情報モラルなのか」 

◆主催：中小企業庁  東北経済産業局  (財)ハイパーネットワーク社会研究所 

◆協力：ソフトアカデミーあおもり 

◆後援：青森県 青森市 (社)東北経済連合会 青森県商工会議所連合会 青森県商工会連合会 青森県中小企業団体中央会 

 青森商工会議所 (財)21あおもり産業総合支援センター (社)青森県経営者協会 青森経済同友会 

 青森県中小企業家同友会  一般社団法人青森県工業会  (社)青森県情報サービス産業協会  

（特非）ITCあおもり 東奥日報社 NHK青森放送局  青森ケーブルテレビ (独)情報処理推進機構 

 (公社)日本青年会議所 (特非)日本ネットワークセキュリティ協会  一般財団法人日本情報経済社会推進協会 

 (特非) IT コーディネータ協会    (以上、申請中)    

■日 時：平成２３年１１月１日（火）１３：００～１７：００  

■会 場：ホテル青森   ３階 孔雀の間 

        〒030-0812 青森市堤町１丁目１番２３号  JR青森駅より車で５分                      

■参 加 料：無  料       

■定 員： ２００名 

■対 象 者：企業の経営者、管理者、実務担当者、インターネットを活用する人 

■申込締切：１０月２５日（火） 

ＷＥＢサイト www.hyper.or.jp/moral2011/aomori/より申込 

http://www.hyper.or.jp/moral2011/aomori/
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協協会会けけんんぽぽ青青森森支支部部かかららののおお知知ららせせ  
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